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要 旨

日本語科が設置されている中国のほとんどの大学において,四 年次に学生には

卒業論文が課せられている。日本語による論文執筆なので,多 かれ少なかれ不自

然な日本語表現が出て くるのは特に不思議ではない。ただ,四 年次生の日本語 レ

ベルから考えると,卒 業論文に基礎段階での誤用が多いのは重視されるべきこと

である。例えば 「～た ら」や 「ちょっと」など会話に使われるべき表現 ,あ る

いは 「～を育つ」のような文法的誤用などが,日 本語専攻の学生たちの卒業論文

にみられる。本稿は,具 体的にどのような日本語表現に問題があるのか,ま た,

なぜそのような表現が使われているかについて考察する。

キーワー ド:卒 業論文,日 本語表現の問題 誤用,教 育指導,中 国語の転移

1.は じ め に

作文の実践 と指導は,日 本語教育の重要な一環 として,日 本ではもちろん,中

国の大学の日本語科でも重要視されている。これに伴い,学 習者にどのように指

導すれば流暢で自然な日本語の文章が書けるようになるかという研究や実践活動

も続けられている(齋 藤 シゲミ2005,田 中信之2005な ど)。そして,作 文教育に

みられる問題点は何であるか,ど のように取 り組めば問題改善ができるのかとい

うことも,内 外ともに関心の高いテーマになる(熊 燕2010,李 農媚2012な ど)。

比較的活気にあふれた作文の教育 と研究に比べ,学 習者による卒業論文に関す

る研究は,ど ちらかといえば,ま だかなり不足 しているようである。日本で も中

国でも,確 かに卒業論文やレポー トの書き方に関わる著書が多数出版されている

が,そ のほとんどが論文のテーマ選び,構 成,文 献の引用方法,書 式体裁などに

集中する(例 えば,子 康2008,父 登 ・恰錐2007な ど)。 日本語の表現 など語学面
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での注意事項や問題点を取 り扱 うものは,筆 者の知っている限りでは,浜 田麻里

ほか(1997),二 通信子 ・佐藤不二子(2003)以 外にほとんどみられない。

文章構成や文献引用の方法などは,卒 業論文の完成度を高めるためには必要不

可欠な要素になるわけであるが,日 本語の表現など言語運用の基礎部分が無視さ

れてはならない。いくら構成が完壁であっても,あ ちこちに不 自然な日本語が出

てきては好論文だとはいえない。

日本にいる学習者たちは,日 々日本語を使 うため,卒 業論文やレポー トなどを

書 く際に文章法などに注目すればいい場合が多い。また,周 りに日本語母語話者

も多いので,い ざというときに助けてもらうことが可能になる。これと対照的に,

中国にいる学習者の多 くは,日 本語 を常時使用できる環境に置かれていないた

め,文 章法のみならず,日 本語の運用に頭を使わなければならない。そのうえ,

日常生活で 日本語話者に接するチャンスや経験がほぼゼロに近い学習者にとっ

て,困 ったときに周 りに聞 く人がいないのが現実である。

中国の大学の日本語教育現場では,作 文の指導は確かになされているが,卒 業

論文に関する指導は,め ったに行われていないように思われる。卒業論文の書 き

方や書式体裁などは,学 習者が基本的に指導教員のマンツーマンの指導のもとで

学習しながらマスターする。この過程は,指 導教員の個人的好みに影響 されるこ

とが多い。論文の主題に厳 しい教員もいれば,書 式または表現に厳しい教員 もい

る。このため,卒 業論文の全体的完成度においては,事 実,ば らつきがみ られる。

しか し,そ ういうばらつ きの分析は,本 稿の関心要項ではない。本稿では,も

っぱら卒業論文に発見される日本語の基礎的表現問題に注目し,中 国の日本語教

育現場ではまだ何が足 りないのかについて検討する。

2.調 査の対象 と資料

調査の対象は,2009年 ～2012年 当時に中国のA大 学に在籍 していた,中 国語

を母語 とする日本語専攻の4年 次学生である。調査資料は,そ の学生たちが提出

した計17本 の卒業論文である。これらの資料は,筆 者が研究目的で許可を得て

コピーしたものであり,選 別は一切 していない。

中国のA大 学の場合では,卒 業論文の構想から提出まで,お よそ半年間の研究

と指導期間が設けられているが,日 本語力の差に加え,研 究方法の不案内などで,

学生たちが提 出した論文の初稿ない し二稿,三 稿まではかなり粗末なものが多

く,読 んでもわからない部分が多い。三稿以降になって,は じめて卒業論文 とし

ての形や構成が整っているということである。
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こういう事情があるため,指 導教員 としては,卒 業論文のところどころに目を

配らなければならなくなり,か なりの労力 と精力が払われることが調査でわかっ

てきた。その結果,際 立った誤 りのみに修正を促 したり,論 文の構成や書式に気

を取 られた りする教員が多 くなるのである1)。 このためか,卒 業論文の最終原稿

においても,日 本語の表現が見逃されてしまい,結 果的にさまざまな不適切な表

現が現れることになるのである。

以下,そ の日本語表現の問題点を取 り上げるが,そ れは,「は」・「が」やテンス ・

アスペク トなどかなり難 しい部分ではな く,基 本的に基礎的な部分に集中する。

具体的には,3で 卒業論文に現れる不適切な文体的表現4で 文法的表現につい

て考察する。

3.卒 業論文に現れる不適切な文体的表現

3.1.「～から」の使用

原因 ・理由を表す 「～から」と 「～ので」については,こ れまで非常に多 くの

研究が行われてきている(鈴 木忍1978,森 田良行1988,越 福泉1988,グ ループ ・

ジャマシイ2001,泉 原省二2007な ど)。その主な使い分けもおおよそ明らかにな

っている。つ まり,「～から」は主観的表現で,文 末の命令,提 案などの形式と

一緒に使用可能であ り,「～ので」は客観的表現で,因 果関係が明 らかな事実で

ある文に使われるということであろう。 しか し,論 文やレポー トに使われる 「～

から」と 「～ので」については,こ れまでは,浜 田麻里ほか(1997)以 外にめっ

たに言及されていないようである。

論文で 「～から」を使 うのか,そ れとも 「～ので」を使うのかは,日 本語話者

にとって恐 らく自明のことであろうが,学 習者になるとそうではない場合があ

る。参考文献が少ないことに加え,教 育現場で適切な指導がなされていないため,

以下のような間違いが卒業論文に出てきたのである。(文 章理解のためには,以

下の引用例に筆者の手で若干の調整が加えてある。調整後の文字はイタリック体

で示す。なお,各 例の文末にある 「Al」 のような記号は,卒 業論文のランダム

番号 を示 している)。

(1)確 かに,日 本の漢字は中国から伝わったものであるから,当 然中国語と

の繋が りが深い。(A1)

(2)運 動の伝承 はその国の文化との調和がなしには考えられないから,も し

ただ単純にゴルフというスポーツを移入すると,よ い発展ができないの

である。(A9)
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(3)た だ十年ほどの間にM7.0を 超えた地震が多かったから,日 本に起こ

ってしまった地震数は数えきれないに違いない。(A11)

上述の例にある 「～から」は,そ れぞれの文脈では不 自然な用法で,「～ので」

や 「～ため」のように置き換 えられるべ きであろう。

論説文には,基 本的に 「～ので」や 「～ため」が多用されるが,「～か ら」が

用いられることもある。ただ,そ れが,理 由節はどうしてそのような結論になる

のかという根拠を述べるという場合に限られる(浜 田麻里ほか1997参 照)。 むろ

ん,こ の場合でも,「～ので」「～ため」も使用可能であると考えられる。

3.2.「 ～ た ら」 の使 用

日本 語 の 「～ た ら⊥ 「～ ば」,「～ と」,「～ な ら」 と い う条 件 表 現 は,そ れ らの

区別 が 難 しい ので,日 本 語 を習 得 す る う え で最 難 関項 目の一 つ と され る。 この た

め,そ れ らを使 い分 け る研 究 や 分 析 は,今 日で も続 け られ て い る(干 日平 ・黄 文

明2004,泉 原 省 二2007な ど)。 しか し,こ れ まで は,会 話 な どの ロ語 的 表 現 に限

っ て の使 い分 けが 議 論 さ れ て きた の で,ど の よ うな文 章 体 に使 用 可 能 か,そ して

ど うい う違 い が あ る か とい う検 討 や 言 及 は,ま だ あ ま りな され て い な い。 実 際

論 文 とい う固 い文 体 に お い て,上 記 四形 式 の使 い分 け は 口語 ほ ど難 し くない よ う

に思 わ れ る。 そ の 一 つ に,「 ～ た ら」 が 使 え ない とい う こ とが まず あ げ られ る。

が,A大 学 で の卒 業 論 文 を み る と,「～ ば 」「～ と」「～ な ら」の ほか に 「～ た ら」

が入 り混 じっ て使 用 され る ケ ー ス が か な り目立 つ 。 以 下 に例 を あ げ よう。

)

)

4

5

(

(

(6)

(7)

単語の用法が知らなかったら,誤 用をもたらす。(A1)

彼女たちの生と死は一旦曲馬の舞台に上がったら,一 層密接になる。(A

8)

一つの桜の花がとにか く,一 本の桜の木でも,一 人ぼっちでさびしい気

がする。しか し,広 々とした桜の森としたら,本 当に美しくて壮観であ

る。(A10)

今の日本ゴルフ場の利用税は最高1200円 で人民元にしたらただ80元 ぐ

らいである。(A9)

日常会話,特 にくだけた会話には,「～ば」「～と」「～なら」に比べ,「～たら」

の使用率が比較的高いと思われる。この傾向は,中 国における学生たちの日本語

運用にも反映されている。その結果,学 生たちは,無 意識のうちに,普 段使い慣

れている 「～た ら」を各自の卒業論文に使ってしまったのではないかと思われる。
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3.3.「 だ」 体 と 「体 言 止 め」 の 使 用

文 末 の 表 現 と文 体 の 関連 性 に つ い て,池 尾 ス ミ(1987)は か つ て整 理 した が,

そ れ を次 の よ うに引 用 す る 。

表1 文末表現と文体

書 きことばの文体 話しことばの文体

口語常体 である体 だ体

ロ語敬体 であります体 です体,ご ざいます体

(池尾 ス ミ1987:16)

表1か ら明らかなことに,書 きことばの文体は,基 本的に 「である」体がふさ

わしい。とはいえ,「だ」体および 「体言止め」は新聞,雑 誌などにみられるし,

くだけた会話で使う 「だ」体はまた小説や日記にも使える。この意味で,そ れら

二つの文末形式は,絶 対に文章に使えないかというと,必 ず しもそうではないと

いえる。しかし,卒 業論文のような比較的固い文章体においては,基 本的に 「体

言止め」は使 えないだろう。また,「だ」体より 「である」体が使われることが

一般的である。このような文体の制限は,中 国にいる学習者の一部では,ま だマ

スターしきれていない。その結果,卒 業論文には次のような問題が生 じているの

である。

(8)し か しながら,日 本語には 「分配」 というのは英単語の 「distribution」

の翻訳なので,「 配給」,「分配」という意味があるだが,現 代中国語の

「分配」と違ったところがある。「安排,分 派人員」という意味がないか

らだ。(Al)

(9)こ のような 「尊敬語形式」に問題がないのだが,相 手に聞かれたくない

と思っている内容を直接尋ねているとの点に問題がある。(A12)

(10)中 国では,こ の ように,様 々な体験活動 を科 目に導入すべ きだ。(A

13)

(11)と いうのは,機 械工具商人の安田辰郎が某省の汚職事件の被疑者として

の佐山憲一と女中の時子が 「偽装」情死 した当夜,香 椎湾に居合わせた

という確実な線を指すこと。そ して,現 実には佐山と時とは何の関係も

な く,ば らばらな二人であることは二つの点を表す。(A17)

(8),(9),(10)に は 「だ」体が用いられ,(11)に は 「体言止め」の形式が

用いられるが,全 体的にみれば,本 稿で収集した卒業論文に 「体言止め」が使用
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されたのは,Al7の 学習者のみである。それは,「だ」体 に比べ,「体言止め」

の形式が中国の学生の間でまだなじみ薄いもので,使 用者が少ないからではない

か と考えられる。また,(8)の 「意味があるだが」からわかるように,中 国の

一部の学生は,「だ」体にこだわ り過ぎたためか,用 言に 「だが」(形 容詞の例 に

「よいだが」がある)を つけたケースも目につ く。

3.4.敬語の使用

そもそも卒業論文は,「謝辞」を述べる部分など特別な場面以外に,基 本的に

敬語の使用とは縁遠いが,中 国の学生は,次 の通 りにそのような表現問題を産出

している。

(12)ま た,時 代の発展 とともにホームレス問題についての最新資料はインタ

ーネットにより発表されることが多いので,そ れも参考させていただ く

ことになった。(A5)

(13)

(14)

(15)

敬語のほかに,

いる。このような問題がなぜ発生 しているかについては,学 生たちが日常のロ語

的表現慣習に影響されることが唯一考えられる要因であろう。卒業論文は,あ く

までも冷静に,論 理的に書 くべ きである。そして,論 文では読者にもある程度の

心構えをもって読むことが要求されるので,あ まりへ りくだったり媚びた りする

必要はない。こういうことを卒業論文作成時に学生に指導すれば,以 上の誤用を

避iけられるだろうと考えられる。

上にも触れたように,川 端は祖父 と十年に近 く二人で暮らした。目と耳

とも不自由のお祖父 と過ごした時間の大多数は無言であった。(A8)

中国は日本の革新精神を勉強してください。将来中国なりのゴルフ文化

を期待する。(A9)

このような状況の中において,松 本清張及びその 『点と線』 は,日 本の

国民にとって,ど のような存在であるか,専 門的な評価をここに引用 さ

せてもらう。(A17)

「お祝い」や 「お酒」などの美化語も,卒 業論文に発見 されて

3.5.他のロ語的表現

上述のほかに,中 国の大学生の卒業論文にはまだ多 くの口語的表現が頻用され

ている。それらをすべて取 り上げればキリがないため,比 較的典型の例と思われ

るのを拾ってみたい。

(16)こ れはジョバ ンニにとってはちょっとわけの分からない行動であるが,
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(17)

(ls>

(19)

(20)

(21)

卒業論文にみる日本語表現の適切性について

実はこのことから,カ ムパネルラの不安が反映されたと思える。(A6)

これ らの協会はほぼ置物みたいに実際な効用があまり見 られない…(A

9)

私はこのことに大 きな興味を持っている。(A10)

だか ら,中 国の小学生は 「減負」のおかげで,日 本の小学生の ように勉

強意欲が下がるという悪い影響がないのではないだろうか。(A13)

また,漢 字言葉で表現で きない言葉では,い っそ漢字で新 しい言葉を作

るようにしていた。(A16)

日本の国民たちは,小 説,ド ラマ,映 画,ア ニメ,甚 だしくは探偵 とい

う職業の合法化などの様々な形式を通 して,日 本の推理文化を内か ら外

へとずんずんと影響を及ばすようにしている。(A17)

(16)の 「ちょっと」は日ごろの会話でよく使われていて,中 国の学生にもな

じみの表現である。これが原因なのか,学 生の中にはそれを愛用 している向きが

みられる。しかし,卒 業論文には,そ れを 「少 し」などのような文章語的表現に

置き換えなければならない。

(20),(21)に ある 「いっそ」 と 「ずんずん(と)」 は,そ の意味範囲や使用頻

度などからの制約で,本 稿の調査でそれぞれ1例 しか見つかっていないが,(17)

の 「みたい(に)⊥(18)の 「私⊥(19)の 「おかげで」はいずれも卒業論文で

よく目にするものである。

「私」は,中 国語話者だけではなく,日 本語話者 も論文に使 うことがある。言

わば,比 較的普遍的不適切表現のケースであろう。論文に使われる 「私」につい

て,奥 秋義信(1993)は,「 「私」があまり出過ぎる文章は,幼 稚な内容 と取 られ

やすい。」(p.334)と 指摘 しているが,卒 業論文のような固い文体において,た

とえ出す ぎではなくても 「私」を使 うと論文全体の格下げが生じる。そうならな

いためには 「筆者」や 「本稿」のように表現するほうが妥当であろう。(19)の 「お

かげで」については,こ れを単なる原因 ・理由の表現 として使う学生がいるが,

受益の意などとして使 う学生 もいる。いずれの場合においても,卒 業論文には合

わない言い方であろう。かわりに 「～で」や 「～ため」など意味合いが中性的な

表現を用いるほうがいいと思われる。

上記のほかに,卒 業論文には,「せいで」「深々と」「でも」「すごく」など数多

くのロ語的表現 もみられる。
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3.6.文体的誤用の生起要因

ここまでは,中 国の大学生による卒業論文にみられる文体的誤用のケースを中

心に考察してきたが,以 下にその誤用生起の要因についてまとめる。

3.6.1.中国語からの負の転移

中国語には文体の差がないわけではない。例えば 「対了」(場 合によっては日

本語の 「ところで」の意 として使われる)と いう表現は,論 説文ではもちろん,

普通の文章でも使いにくい。ただし,そ の差は,日 本語ほどはっきりしていない

ことが多い。例 えば,「～か ら」 と 「～ので」,「～たら」 と 「～ば⊥ 「ちょっと」

と 「すこし」,「みたいだ」と 「ようだ」などは,そ のような区別自体が中国語に

はない。まして,文 体上の使い分けはなおさらである。一方,「 だ」体 と 「体言

止め」という形式になると,そ もそも中国語にはない。

このように,中 国語には日本語の,例 えば 「～から」と 「～ので」などのよう

な使い分けがないため,学 習者はその微妙な文体的差をとらえるための勉強をし

なければならない。その教育や参考書が不足 している状況にあっては,各 人の内

省 にしか頼れない。その過程で中国語の負の転移を受けがちである。その結果,

前掲のような文体的誤 りが生じるのだろう。

3.6.2.教育指導の不足

中国の学生が文体的誤用をするのは,教 育現場での指導が十分になされていな

いことが,大 きな要因として考えられる。

前の節で も触れておいたように,中 国語 にはない日本語の特徴的表現に対 し

て,学 習者は勉強を通してしか捉 えられないことが多い。その過程では,教 育現

場での指導や教授が非常に重要な働 きを果たす。それが十分でないと,学 生たち

は往々にして,個 人の日常的表現慣習や母語に影響されながら,自 分勝手に問題

対応するほか術がない。それが結局,前 掲のような誤 りを生み出してしまうこと

になるのである。

い くら単純な誤 りであっても,学 生たちに適切な指導がなされない限りは,卒

業論文から根本的にはなくならないだろう。同じような問題点は,毎 年繰 り返 さ

れるばか りである。従って,今 後の日本語教育では,具 体的に学生にどのように

指導すべ きか,そ してどのようにすれば有効な改善策を打ち出せるかが重大かつ

現実的な課題になる。
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3.6.3.日本語からの逆影響

全体的にいえば,現 代中国語においては,敬 語がそれほど発達 していない。従

って,中 国語を母語とする学習者は,中 国語か らの転移で,日 本語の敬語を習得

しに くいし,も ともとそれに親 しみを感 じていない傾向がみ られる。 しかし,卒

業論文になると,な ぜ敬語が頻繁に使用されるのだろうか。それは恐 らく学習者

が日本語からの逆影響を受けている可能性が高いからだろう。 日本語の勉強を通

して身につけている敬語表現は,そ れに対応する中国語がないだけに,逆 に特に

意識して使おうとする学習者がいる。そういう普段の敬語運用の慣習に引 きず ら

れるためか,卒 業論文に 「～てください」や 「～ていただく」のような言い方を

使ってしまうのではないかと思われる。

4.卒 業論文に現れる不適切な文法的表現

日本語学習者の書いたものに文法的誤用があることは,さ ほど驚 くべ きことで

はない。本稿で収集した卒業論文にも,文 法的誤用がいたるところに発見されて

いる。中には,「 は」・「が」やテンス ・アスペクトなど難関項目のものがあるが,

動詞の自他表現など比較的単純なものもみ られる。以下に,誤 用要因の分析を交

えながら,後 者の誤用例を中心に検討する。

4.1.動詞の 自他に関わるもの

動詞の自他 という文法範躊においては,日 本語と中国語が対応 している部分が

ある。例えば,「食べる」と 「吃」,「読む」と 「看」は日中両言語のいずれで も

他動詞とされてお り,「生活する」 と 「生活⊥ 「渇 く」と 「渇」はいずれも自動

詞である。このような動詞類に限っていえば,中 国語話者にとって特に理解が困

難ではないし,基 本的に聞違いにくいのである。 しか し,次 のように自他の対応

をする動詞になると,誤 用が起きやすい。

(22)第 三は,作 品の内容とその表現形式が必ず一致 している。芸術の本質が

表現で始め,表 現で終わるから,独 特な芸術創意を重視するべ きである。

(A3)

(23)こ こから,ジ ョバンニはとくに自分がどこから汽車に乗ったことについ

て分からなかったということが明らかにした。(A6)

(24)両 団体はずっとツアーの環境を整備 し,国 際交流の責任をになったし,

ツアープレーヤーのレベルアップを図るとともに,世 界で勝てるプロを

育って,及 びにジュニアの育成を自分の使命とするのである。(A9)
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(25)… 平成17(2005)年 か ら6年 間で累積赤字を続いていることがわかる。

(A14)

「始める」 と 「始 まる」,「明 らかにする」と 「明らかになる」はそれぞれペア

をなす動詞 または動詞的表現である。学生は前者を自動詞 と捉 えた結果,(22)

と(23)の 誤 りを犯 してしまったのである。一方,「育つ」 と 「育てる」,「続 く」

と 「続ける」の各ペアについては,学 生がそれぞれ前者を他動詞と思い込んだた

め,(24)と(25)の 誤 りを引き起 こしたのである。

中国語の動詞の自他は,主 に文中の位置によって使い分けられ,日 本語のよう

に語形で区分されることがない。例えば,「升」 という動詞は 「升円」のように

言えば 「開ける」の意味で他動詞になり,「口升了」のようになれば 「開く」の

意味で自動詞になる。つまり,同 じ形で他動詞であったり自動詞であった りする

ということである。このような違いがあるため,中 国語を母語 とする学習者は,

自動詞と他動詞のペァをもつ 日本語の動詞に対 してうまく把握できない場合があ

る。たとえある程度把握できたとしても,ペ ァをもつ大量の動詞群は,ど れが 自

動詞,ど れが他動詞という区分の規則が分からない状態では,い ざ用いると前掲

例のように混同してしまうこともよくある。

一方
,次 にみられるように,自 動詞と他動詞のペァに関係 ない,比 較的単純な

誤用例も多い。

(26)こ の作品が発表 して以来,世 に大きな影響を与え,日 本の読者に新 しい

文学スタイルをもたらす。(A2)

(27)

(28)

(29)

(30)

(26)の 前半部分は,

中の 「炭表」は,

うに思われる2)が,そ のどちらの場合でも,「作品'一表」の言い方が成 り立って

お り,「作品被炭表」(「被」が中国語受身表現の動作主マーカーである)と い う

受身的言い方が(26)の 文脈では成 り立たない。当該の学生は,恐 らくそういう

中国語的表現法に引きずられ,「作品が発表 し(て)」 というように言い表 したの

禅学色深い兵法書にも,各 部分も 「無思想」の思想を見える。(A4)

『古事記』に,「木花咲耶姫」という神を記してある。(A10)

小学生たちは運動意識が強 くなく,体 の健康にとても重視 していないこ

とを示しているのではないか。(A13)

以上の調査から,一 人っ子は非一人っ子よりよい生活条件や教育条件が

もっているが,家 族皆から一身に愛情を受けて育つため,家 事する経験

も乏しい,精 神的にも弱いことがわかる。(A14)

中国語でいうと 「迭部作品炭表以来……」のようにな り,

自動詞とされるべきか他動詞とされるべきかの判断が難 しいよ
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だろう。 しか し,日 本語の場合では,「作品が発表され(て)」 と受身形で言 うの

が適切であろう。

(27)は 文全体がかなり分かりにくいが,中 の 「見える」が 「見 られる」のか

わ りとして使われたことが文脈から読み取れる。 しかし,そ のどちらにしても,

助詞の 「が」 と共起す ることに変わ りがない。「を見 える」 と表現 されたのは,

当の学生が 「見える」を 「見る」 と思い込んだことによるか らではないかと思わ

れる。

(28)は 学生の文法的知識の不足 に関わる誤用である。「～が/は+他 動詞+て

ある」という表現は,「 自動詞+て いる」との混同が しばしばあるため,中 国の

教育現場で頭に叩き込まれる学習項 目であるが,(28)を みると当該の学生 はこ

れにまだ習熟 していないようである。(29)は 中国語的発想から生まれた誤 りで

あろう。当文の問題箇所を中国語に言い換えると 「対身体健康非常不重視……」

のようになるが,中 の 「対」は動作の対象を表す日本語の 「～に」に対応するこ

とが多 く,「重視」は日本語の 「重視 している」にあたる。しか し,そ の対応関

係はあくまでも中国語的発想に由来するもので,そ れらをそのまま日本語 に当て

はめることはむろんできない。 日本語ではそれを 「～を重視する」のように言い

表 さなければならない。(30)の 「がもつ」の言い方は,当 該の学生の論文に少

なくとも三箇所発見 されているので,個 人的なクセによる誤 りだろうと考えられ

る。 日本語の 「もつ」に対応する中国語の 「掘有」あるいは 「有」が完壁な他動

詞であるため,「 がもつ」の言い方は中国語からの負の転移によって起こったも

のではないといっていい。おそらく,そ れは,当 学生が 日本語の 「もつ」が他動

詞であることを知 らないか,助 詞の 「が」の使い方を知 らないかどちらかの要因

が働いて生 じた誤 りであろう。

ここまでみて きたように,動 詞の自他は,助 詞などの問題に関係する部分があ

るため,中 国語話者にとってうまく対処できないときがある。特に,論 文執筆の

際に,学 生たちは中国語の発想や影響 も強 く受けているので,不 適切な日本語の

動詞表現を産出 しやす くなる。

4.2.態に関わるもの

使役態,受 動態などの態は,そ の構成自体は中国の学生にとって理解 しやすい

が,動 詞の自他や助詞などが絡んでいるため,少 し複雑な一面がある。また,態

に関する使い方は,本 来なら,そ のほとんどが新 日本語能力試験N13)に 合格 し

ている四年次学生にとって,理 解がさほど難 しい学習項目ではないように思われ
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る。 しかし,卒 論になると,論 文作成時の注意力が散漫になるため,か なり単純

な間違いを引き起こしてしまうことが多い。以下に例をあげなが ら検討する。

まず,自 動詞の使役態に関わるケースを見 よう。

(31)表2見 ると,割 合が一番高いのは 「丈夫」ということがはっきりさせる。

(A1)

(32)彼 の目か ら見れば,「美」は人々に狂わせ,心 か ら命をささげさせるも

のである。(A2)

(33)し か し,中 国の2008年 の8級 の5・12波 川地震の死傷八万名に比べれ

ば,日 本人は世界に驚かせた。(Al1)

「～(被 使役者)に ～せる」という日本語の普通の使役表現の形式は,中 国語

に対応するところがあって,中 国語話者にとって特に難解なものではない。 しか

し,自 動詞の使役態はときに他動詞の機能をもつ,つ まり 「～(被 使役者)を ～

自動詞+せ る」の形式 をとるということは,教 育指導が徹底されていないためか,

あまり知らない学生が多い。その結果,学 生たちは,自 動詞の使役文でも,(32)

と(33)の 「～(被 使役者)に ～自動詞+せ る」,ま たは(31)の 「～が～自動

詞+せ る」 というような形式をとってしまうことになる(た だし,(31)に おい

ては 「はっきりする」という自動詞の表現が自然であろう)。

次に,自 他動詞などの混同が絡んでいる態の問題表現をみよう。

(34)中 日同形異義語の概念について,各 学者が実際に使われているものは必

ず一致 しているとは言えない。(A1)

(35)漢 字が 日本に輸入 した後,国 の状況により,本 来と違った意味に変えら

れたことがある。(A16)

(36)『 点と線』に事件が起こられた自然環境であろうと,社 会背景であろう

と,両 方 とも現実か らの反映だといってもいい ぐらい。(A17)

(34)に おける 「～使われる」は,敬 語表現のようにみえるが,当 該論文のほ

かの ところに学者の名前が出てきても,そ れに一切敬語がついていないことから

みれば,敬 語表現ではないようにも思える。一つの可能性 として,当 学生は,「各

学者によって実際に使われている」 という受身の意味を表そうとしたが,そ れを

うまくつかめず,(34)の ような言い方をしたのであろう。(35)は 学生が 「輸入

する」が他動詞であることを知 らないために起こった誤 りである。(36)の 誤用

は学生が 自動詞,受 身表現などを区分できずに発生 したものであろう。

このように,論 文で言いたいことを表現 しようとしたときにそれをうまくコン

トロールできないと,学 生たちは,上 記のようにときにやや不可解な誤用を犯 し
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て し ま うの で あ る。

5.お わ り に

日本語を専攻 している中国の大学生にとって,卒 業論文の完成 というものは,

それまで3年 半にわたる学習成果の総決算に位置づけられている。従 って,ほ と

んどの学生は,身 につけている日本語力,研 究力,知 識教養などを徹底的に生か

し,そ の最後の試練 に取 り組んでいる。しかし,日 本語教育現場での指導の不足

に加え,書 き言葉 と話し言葉の区別を知らないことや,日 本語能力の差があるこ

とで,本 稿で取 り上げた諸問題が次々に現れてきたのである。

A大 学に限ってみても問題がこれだけ多 くあるので,同 レベルのほかの大学に

も,同 じような問題点があってもおかしくないと考えられる。その中からさらに

何か共通するところが発見できれば,中 国の大学生による日本語卒業論文のコー

パスの構築や,教 育現場での指導のあ り方の再検討などに役立つだろう。将来的

にそういった方向で,同 じ問題意識をもつ他大学の有識者と協力 しながら,よ り

充実 した研究ができるように努力したい。

注

1)教 員の指導方法 と卒業論文の問題点 との関連性 について は別稿で検討す る。

2)「 作qp/K表 」とい うの は,形 式か らみれ ば 「炭表」が 自動詞であ るようにみ えるが,「作

品被炭 表」 とい う受身表現的 な響 きも感 じ取 られ る。 しか し,「作品被友表」の言い

方はか な り特 別な場面以外 にめった に耳 に しない。 よって,本 稿 では 「炭表」の 自

他 の区別の判断が下 しに くい とした。

3)新 日本語 能力 試験 は,日 本 国際教 育支援協会 と国際交流基金が主催 の,日 本 語 を母

語 としない人 を対 象 に日本語 能力 を認定す る検 定試験 であ る。N1が その最上級の

レベルにあたる。
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